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研究論文

保険契約解約のパネル計数データ・モデル

神楽岡 優昌

年 月 日投稿

年 月 日受理

概要

保険契約者の属性ごとにグループ分けした保険契約を対象に解約件数の計数データ・モデルを

構築した．理論的整合性とパラメターの推定可能性から，分布の再生性と がモ

デル選択基準となること，そして負の 項モデルの つである モデル（分散が期待値の線

形関数）だけがその条件を満たすことを明らかにした．パネル分析により モデルのパラメ

ターを推定し，固定効果とランダム効果モデルの両者について比較・検討をおこなった．説明変

数には，保険契約者の属性に加えて，保険契約後の経過時間・季節性・失業率などのマクロ経済

変数を選んだ．実証分析の結果，契約後の経過時間や季節性，とりわけ失業率変化が解約件数に

影響をあたえることを明らかにした．また解約特性が保険契約申込書のドキュメンテーション・

クオリティに大きく依存して異なり，それが低くなると契約後の経過時間の説明力が優位になる

ことが判明した．
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